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菅
直
人
・
内
閣
総
理
大
臣
は
６

月
３０
日
、
官
邸
で
第
６
回
政
府
・

与
党
社
会
保
障
改
革
検
討
本
部
会

合
を
開
催
し
、
「
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
成
案
」
な
ど
を
決
定
し

た
。
ま
た
、
７
月
１
日
に
は
成
案

を
閣
議
了
解
し
た
。

成
案
で
は
、
消
費
税
率
を
段
階

的
に
１０
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
た
た
め
、
消
費
増
税

に
反
対
す
る
国
民
新
党
に
配
慮
し

閣
議
決
定
を
回
避
。
閣
議
了
解
に

と
ど
め
た
。
政
府
は
今
後
、
法
案

と
し
て
取
り
ま
と
め
、
国
会
へ
提

出
す
る
段
階
ま
で
に
閣
議
決
定
を

目
指
す
構
え
と
し
て
い
る
。

今
回
の
成
案
で
は
消
費
増
税
の

時
期
に
つ
い
て
、
当
初
の
「
２
０

１
５
年
度
ま
で
」
か
ら
「
２
０
１

０
年
代
半
ば
」
と
修
正
し
幅
を
持

た
せ
、
民
主
党
内
の
増
税
反
対
派

や
国
民
新
党
に
配
慮
し
た
。

菅総理の発言要旨
本日、政府・与党社会保障改革検討本部で社会保障

・税一体改革の成案と社会保障・税番号の大綱、この
２つの大きな決定をすることができました。
社会保障は、正に国の形の最も基本的な部分を構成

し、国家と国民を支えてきたものであります。この間
に社会、あるいは年齢構成等が大きく変化した中で、
これからも社会保障の機能を維持し、そして継続して
いかなくてはなりません。
そのために、今後、将来世代をしっかり支えていく

ことができる、財源も含めた大改革がどうしても必要
な段階が来ていると思います。
この社会保障・税一体改革の実現のためには、もち

ろんこの政府・与党の決定で終わりではなく、正にこ
れからが本当の始まりだと思っております。

高
齢
化
の
進
捗
に
よ
り
膨
ら
む

社
会
保
障
関
係
経
費
。
一
体
改
革

の
成
案
で
は
▽
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
、
若
者
雇
用
対
策
▽
医
療
・

介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
▽
年
金
改
革

▽
制
度
横
断
的
課
題
と
し
て
の

「
貧
困
・
格
差
対
策
（
重
層
的
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
）
」
「
低
所
得

者
対
策
」
―
―
を
優
先
的
に
取
り

組
む
課
題
と
し
て
掲
げ
た
。

年
金
給
付
を
除
く
優
先
課
題

は
、
地
方
も
国
と
一
体
と
な
っ
て

社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
ほ
か
、
単
独
事
業
で
地
方
独

自
に
取
り
組
ん
で
い
る
分
野
。
そ

こ
で
成
案
で
は
「
国
費
に
関
連
す

る
制
度
と
相
ま
っ
て
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
、
社
会
保
障
関
係
の

地
方
単
独
事
業
を
実
施
す
る
」
と

の
表
現
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

社
会
保
障
給
付
の
安
定
財
源
確

保
を
図
る
た
め
「
地
方
消
費
税
の

充
実
」
を
謳
う
今
回
の
成
案
。
消

費
税
の
引
き
上
げ
部
分
に
つ
い
て

は
今
後
、
「
国
と
地
方
の
協
議
の

場
」
に
分
科
会
を
設
置
し
た
う
え

で
、
配
分
の
率
を
検
討
し
て
い
く

方
向
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
６
月
１３
日
に
開
か
れ
た

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
で
は
、

与
謝
野
馨
・
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
担
当
相
が
地
方
単
独
事
業
等

に
関
し
、
協
議
す
る
場
と
し
て
の

分
科
会
設
置
に
難
色
を
示
す
な

ど
、
今
後
の
調
整
に
難
航
が
予
想

さ
れ
る
。
さ
ら
に
与
党
内
で
も
増

税
へ
の
反
発
が
強
い
な
か
、
辞
意

を
表
明
し
て
い
る
菅
総
理
が
消
費

増
税
を
主
導
す
る
こ
と
へ
の
反
感

も
与
党
内
で
強
い
。
「
地
方
消
費

税
の
充
実
」
へ
の
道
は
険
し
い
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
本
宮
輝
久
・
千
歳
市

議
会
議
長
）
は
７
月
７
日
、
東
京

・
全
国
都
市
会
館
で
第
７５
回
理
事

会
を
開
催
し
、
「
基
地
対
策
関
係

施
策
の
充
実
強
化
に
関
す
る
要

望
」
を
決
定
。
会
議
終
了
後
、
要

望
事
項
の
実
現
を
図
る
た
め
、
関

係
各
方
面
へ
要
請
活
動
を
展
開
し

た
。

【
関
連
記
事
３
面
掲
載
】

会
議
で
は
事
務
局
か
ら
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
た
基
地
協
加
盟
市
町
村

の
う
ち
、
特
に
被
害
が
大
き
か
っ

た
２２
市
町
村
に
対
し
１
市
町
村
あ

た
り
１０
万
円
の
見
舞
金
を
贈
呈
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

基
地
協
加
盟
の
被
災
市
町
村
を
代

表
し
、
佐
藤
富
夫
・
副
会
長
（
東

松
島
市
議
会
議
長
）
が
感
謝
の
辞

を
述
べ
た
。
当
日
は
全
国
市
議
会

議
長
会
会
長
で
あ
り
、
基
地
協
理

事
の
関
谷
博
・
下
関
市
議
会
議
長

も
出
席
し
、
あ
い
さ
つ
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1802号７月１５日平成23年
（2011年）

消
費
増
税
の
地
方
配
分
未
定

社社
会会
保保
障障
・・
税税
一一
体体
改改
革革
のの
成成
案案
決決
定定

「
閣
議
決
定
」に
は
至
ら
ず「
閣
議
了
解
」に

基
地
協
理
事
会
で
加
盟
被
災
地
を
代
表
し

東東
松松
島島
市市
議議
長長
がが
挨挨
拶拶

本
宮
基
地
協
会
長
が
あ
い
さ
つ
（
上
）
佐
藤
副
会
長
が
被
災
地
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
（
下
）

【
写
真＝

内
閣
広
報
室
提
供
】

（１） 平成２３年７月１５日 第１８０２号



都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
三
井
幸
雄
・
旭
川
市
議
会
議

長
）
は
７
月
５
日
、
姫
路
市
で
役

員
会
を
開
催
し
、
テ
ー
マ
「
都
市

の
地
域
再
生
戦
略
」
に
関
す
る
調

査
研
究
報
告
書
の
内
容
案
（
以
下

「
報
告
書
内
容
案
」
）
や
同
テ
ー
マ

に
関
す
る
座
談
会
案（
以
下「
座
談

会
案
」
）
に
つ
い
て
協
議
。
そ
れ

ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
了
承
さ
れ
、

来
る
８
月
２４
日
開
催
の
第
９４
回
総

会
に
提
出
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

報
告
書
内
容
案
は
、
明
年
２
月

の
総
会
に
ま
と
め
る
調
査
研
究
報

告
書
の
骨
組
み
と
な
る
も
の
。

そ
れ
を
み
る
と
、
本
文
は
全
５

章
か
ら
構
成
。
第
１
章
で
は
、
本

研
究
会
が
な
ぜ
今
、
都
市
の
地
域

再
生
戦
略
に
つ
い
て
議
論
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
か
を
、
報
告
書

全
体
に
対
す
る
問
題
提
起
と
し
て

そ
の
意
義
付
け
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。
と
り
わ
け
、
「
地
方
の
再

生
な
く
し
て
国
の
再
生
は
な
い
」

と
の
考
え
の
下
、
地
域
再
生
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
べ
き
か
を
議
論

す
べ
き
と
し
て
、
現
下
の
国
内
事

情
を
分
析
す
る
必
要
性
を
指
摘
。

そ
の
上
で
、
地
域
同
士
が
協
力
、

支
え
合
い
な
が
ら
、
同
時
に
切
磋

琢
磨
し
て
都
市
間
競
争
を
繰
り
広

げ
、
究
極
的
に
は
、
日
本
再
生
に

つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
と
し
て
「
新
た
な
国
と

地
方
の
か
た
ち
」
も
考
察
す
べ
き

と
強
調
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
地

域
再
生
の
議
論
を
訴
え
て
い
る
。

第
２
章
で
は
、
最
近
の
地
域
再

生
に
向
け
た
国
と
地
方
の
動
き
を

検
証
。
そ
の
上
で
、
地
域
再
生
に

向
け
た
都
市
の
果
た
す
べ
く
役
割

を
考
え
る
。
第
３
章
は
重
点
課
題

に
掲
げ
る
「
首
都
機
能
」
、
「
経

済
」
、「
人

口
」
の

分

散
、「
税

制

・
財
政
改
革
」
に
つ
い
て
、
多
面

的
側
面
を
踏
ま
え
て
検
証
。
第
４

章
で
は
、
各
都
市
に
お
け
る
地
域

再
生
の
取
り
組
み
の
な
か
か
ら
、

都
市
の
自
活
・
成
功
モ
デ
ル
も
検

証
す
る
。
ま
た
、
市
議
会
が
監
視

機
能
を
強
化
す
る
な
ど
、
い
か
に

地
域
再
生
に
寄
与
す
る
か
等
、
そ

の
果
た
す
べ
き
役
割
を
探
る
と
し

て
い
る
。
第
５
章
は
、
第
１
章
か

ら
第
４
章
を
検
証
し
た
う
え
で
、

都
市
の
地
域
再
生
戦
略
に
関
す
る

提
言
を
綴
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
方
、
座
談
会
案
は
来
る
８
月

２４
日
の
第
９４
回
総
会
の
の
ち
、
別

室
に
て
開
催
を
予
定
。
そ
の
目
的

は
、
報
告
書
案
に
沿
い
、
都
市
ひ

い
て
は
国
の
再
生
策
を
見
出
す
た

め
、
現
下
の
国
家
事
情
を
踏
ま
え

た
「
都
市
の
地
域
再
生
戦
略
」
を

い
か
に
構
築
し
、
ど
の
よ
う
に
進

め
れ
ば
い
い
の
か
に
つ
い
て
、
加

盟
市
議
会
議
長
や
学
識
経
験
者
な

ど
参
加
者
の
立
場
か
ら
忌
憚
の
な

い
発
言
を
求
め
、
提
言
に
つ
な
げ

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

（
１
）
参
加
市
の
地
域
再
生
戦
略
に

向
け
た
取
り
組
み

（
２
）
現
下
の
国
内
事
情
を
踏
ま
え

た
「
都
市
の
地
域
再
生
戦
略
」
の

構
築
と
そ
の
進
め
方

（
３
）
都
市
間
協
力
と
都
市
間
競
争

参
加
者
を
み
る
と
、
同
研
究
会

会
長
の
三
井
幸
雄
・
旭
川
市
議
会

議
長
を
は
じ
め
、
同
理
事
の
大
倉

俊
已
・
姫
路
市
議
会
議
長
、
学
識

経
験
者
な
ど
。

加
え
て
、
座
談
会
は
非
公
開
と

し
会
議
録
を
も
っ
て
公
表
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
を
報
告
書
に
綴
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

役
員
会
で
は
ま
た
、
同
研
究
会

が
都
市
の
地
域
再
生
の
活
路
を
見

出
す
べ
く
、
熊
本
市
と
春
日
井
市

に
お
い
て
実
施
し
た
現
地
調
査
結

果
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、

両
市
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、

第
９４
回
総
会
に
お
い
て
も
報
告
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

社
会
文
教
委
員
会
は
７
月
４

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
第

１
４
１
回
委
員
会
を
開
き
、
平
成

２３
年
度
社
会
文
教
施
策
に
つ
い
て

要
望
を
決
定
し
た
。

要
望
事
項
は
次
の
通
り

�
地
域
医
療
施
策
�
医
師
不
足
・

偏
在
対
策
の
強
化
、
救
急
医
療
の

確
保
充
実
、
公
立
病
院
へ
の
財
政

措
置
拡
充
な
ど
�
保
健
衛
生
対
策

等
�
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
財

政
措
置
拡
充
、
自
殺
防
止
対
策
の

実
効
性
あ
る
施
策
の
展
開
な
ど
�

国
民
健
康
保
険
制
度
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
�
医
療
保
険
制
度

の
一
本
化
な
ど
�
介
護
保
険
制
度

�
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
等
へ
の
財

政
措
置
拡
充
、
低
所
得
者
対
策
の

充
実
な
ど
�
少
子
化
対
策
等
�
多

様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
へ
の
財
政
措

置
の
充
実
、
妊
婦
健
診
・
不
妊
治
療

へ
の
財
政
措
置
の
充
実
な
ど
�
雇

用
対
策
�
地
域
住
民
・
若
年
者
の

雇
用
対
策
の
充
実
、
協
同
組
合
法

（
仮
称
）
の
速
や
か
な
制
定
な
ど
�

社
会
福
祉
施
策
�
障
が
い
者
自
立

支
援
の
充
実
、
生
活
保
護
費
負
担

金
の
国
庫
負
担
率
引
き
上
げ
、
年

金
記
録
問
題
の
早
急
な
解
決
な
ど

	
環
境
保
全
施
策
�
地
球
温
暖
化

対
策
の
支
援
体
制
強
化
、
廃
棄
物

処
理
対
策
の
財
政
措
置
拡
充
な
ど



文
教
施
策
�
少
人
数
教
育
の
実

現
、
公
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震

化
等
へ
の
財
政
支
援
の
充
実
な
ど

会
議
終
了
後
、
小
林
委
員
長
、

戸
谷
隆
史
副
委
員
長
（
大
和
高
田

市
）
、
溝
口
誠
二
副
委
員
長
（
小
林

市
）
は
、
梅
村
聡
・
民
主
党
陳
情
要

請
対
応
本
部
副
本
部
長
に
面
談
、

要
望
し
た
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
医
政
局
の

佐
藤
栄
一
・
救
急
医
療
専
門
官
が

「
地
域
医
療
再
生
基
金
」
に
つ
い

て
説
明
。
合
わ
せ
て
離
島
・
へ
き

地
で
の
勤
務
に
対
す
る
医
学
生
・

研
修
生
の
意
識
に
つ
い
て
も
触

れ
、
「
一
定
期
間
で
す
む
な
ら
従

事
し
た
い
」
と
い
う
回
答
が
半
数

を
超
え
る
こ
と
か
ら
、
医
師
が
循

環
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
医
療

過
疎
地
に
お
け
る
医
師
確
保
に
繋

が
る
こ
と
も
示
唆
し
た
。

都市研
役員会

「「
都都
市市
のの
地地
域域
再再
生生
戦戦
略略
」」

報報
告告
書書
内内
容容
案案
まま
とと
めめ
るる

三
井
会
長
（
旭
川
市
議
長
）
が
あ
い
さ
つ

本本
会会
委委
員員
会会
活活
動動
がが
始始
動動

２３
年
度
の
先
陣
を
切
り
社
文
委
開
催

梅村聡・民主党陳情要請対応本部副本部長
（右から２人目）に社文委正副委員長が要望

社会文教委員長
小林佐敏（諏訪市）

第１８０２号 平成２３年７月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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【
訂
正
と
お
詫
び
】

本
紙
７
月
５
日
付
第
１
８
０
１

号
１２
面
掲
載
の
「
平
成
２２
年
度
市

議

会

議

員

共

済

会

決

算
（
要

旨
）
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
訂
正
後
の
表
を
改
め
て
掲
載

い
た
し
ま
す
。

表
内
に
下
線
を
引
い
て
あ
る
２

か
所
に
つ
き
ま
し
て
、
第
１
８
０

１
号
で
は
「
平
成
２２
年
度
」
と
あ

り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
平
成

２３
年
度
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

す
る
と
と
も
に
、
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
が
７
月
７
日
に
開
催
し
た
第
７５

回
理
事
会
で
は
「
基
地
交
付
金
・

調
整
交
付
金
の
所
要
額
確
保
等
」

「
基
地
周
辺
対
策
の
充
実
強
化
」

の
２
つ
の
柱
か
ら
な
る
要
望
を
決

定
。
こ
の
ほ
か
２
つ
の
柱
の
中
で

掲
げ
た
項
目
の
う
ち
、
特
に
基
地

関
係
市
町
村
に
と
っ
て
配
慮
を
必

要
と
す
る
項
目
を
重
点
要
望
書
と

し
て
ま
と
め
た
。
今
回
決
定
の
重

点
要
望
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
被
災
市
町
村
に
対
し
、
支
援

の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
点
が

最
大
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

【
１
面
の
関
連
記
事
】

基
地
・
調
整
両
交
付
金
は
、
基

地
や
関
連
施
設
が
所
在
し
な
け
れ

ば
、
自
治
体
の
歳
入
と
な
る
は
ず

で
あ
ろ
う
固
定
資
産
税
の
代
替
的

性
格
を
持
つ
一
般
財
源
と
し
て
毎

年
、
関
係
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
て

い
る
。

基
地
交
付
金
を
算
定
す
る
う
え

で
の
対
象
資
産
は
▽
米
軍
に
使
用

さ
せ
て
い
る
土
地
や
建
物
及
び
工

作
物
▽
自
衛
隊
が
使
用
す
る
飛
行

場
や
演
習
場
の
ほ
か
弾
薬
庫
な
ど

に
供
す
る
土
地
や
建
物
及
び
工
作

物
―
―
と
な
っ
て
い
る
。
調
整
交

付
金
の
対
象
は
、
米
軍
が
建
設
も

し
く
は
設
置
し
た
建
物
及
び
工
作

物
。
基
地
交
付
金
の
場
合
だ
と
配

分
方
法
は
、
国
が
予
算
措
置
し
た

総
額
を
対
象
資
産
の
価
格
で
按
分

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
東
日
本
大
震
災
の
発
生

に
よ
り
、
交
付
金
算
定
の
対
象
資

産
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
被

災
地
に
と
っ
て
は
、
交
付
金
算
定

の
基
礎
を
失
っ
た
こ
と
と
な
る
。

被
災
し
た
自
治
体
は
、
た
だ
で
さ

え
財
政
収
支
の
悪
化
が
避
け
ら
れ

な
い
。
基
地
や
関
連
施
設
が
所
在

す
る
市
町
村
は
、
現
状
の
ま
ま
な

ら
ば
更
な
る
財
政
状
況
の
悪
化
を

招
く
こ
と
と
な
る
。

そ
こ
で
基
地
協
で
は
会
議
終
了

後
、
本
宮
会
長
の
ほ
か
、
副
会
長

の
う
ち
稲
山
善
彦
・
小
牧
市
議

長
、
佐
藤
富
夫
・
東
松
島
市
議

長
、
山
口
道
夫
・
横
須
賀
市
議

長
、
永
山
正
幸
・
佐
世
保
市
議
長

か
ら
な
る
実
行
運
動
班
を
編
成
。

広
田
一
・
防
衛
大
臣
政
務
官
や
加

賀
谷
健
・
民
主
党
陳
情
要
請
対
応

本
部
副
本
部
長
と
面
談
し
、
被
災

自
治
体
に
対
す
る
交
付
金
算
定
へ

の
配
慮
を
求
め
た
。

給付経理 （給付に要する費用） （単位：千円）

１ 収支の状況

（１）収入総額 ３９，７０５，５６２

（主な収入の内訳）

ア 給付費負担金 １８，４２６，４２６

イ 掛 金 １７，８６８，０７７

ウ 特 別 掛 金 ２，９９７，９４１

エ 利息及び配当金 １１２，５４０

（２）支出総額 ５４，３５７，８４９

（主な支出の内訳）

ア 退 職 年 金 ３６，９８３，６６５

イ 退 職 一 時 金 １，７６２，３７２

ウ 遺 族 年 金 １１，４５３，２９２

エ 遺 族 一 時 金 １３８，７２１

オ 財政調整拠出金 ３，７０３，０００

（３）収支損益額 （（１）―（２）） △１４，６５２，２８７

平成２２年度は収入総額より支出総額の方が上回

ったため、１４６億５，２２８万７，０００円の当期損失金とな

った。このため、前年度の給付積立金２２４億３，６１０

万８，０００円を取り崩して平成２２年度の給付に要する

費用の不足金に補てんした。これにより、平成２３

年度に繰り越した給付積立金は７７億８，３８２万円とな

った。

２ 主な資産の内訳

（１） 預 金 ４，７９７，７８９

（２） 投資有価証券 ９９９，５００

（３） 生 命 保 険 ２，２７３，１５６

業務経理 （事務に要する費用） （単位：千円）

１ 収支の状況

（１）収入総額 ２８４，１０９

（収入の内訳）

ア 事務負担金 ２８３，１１４

議員一人当たり１３，０００円×議員定数

イ 利息及び配当金 ９９５

（２）支出総額 ２９６，２４８

（支出の内訳）

ア 役員報酬及び職員給与 ８５，７７６

イ 旅費及び事務費 ４０，０７５

ウ その他

（３）収支損益額 （（１）―（２）） △１２，１３９

平成２２年度は支出総額の方が収入総額より上回

ったため、１，２１３万９，０００円の当期損失金となった。

このため、前年度の剰余金３億１，０７５万円から取り

崩して平成２２年度の業務に要する費用の不足金に

補てんした。これにより平成２３年度に繰り越した

剰余金は２億９，８６１万円となった。

広田一・防衛大臣政務官（左から３人目）に要望

加賀谷健・民主党陳情要請対応本部副本部長
（右）に面談し要望する本宮会長ら実行運動班

基基
地地
協協
がが
要要
請請
活活
動動

東
日
本
大
震
災
被
災
市
町
村
に
配
慮
を

平成２２年度市議会議員共済会決算（要旨）（平成２３年３月３１日現在）

（３） 平成２３年７月１５日 第１８０２号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ

ど
、
「
市
議
会
議
員
報
酬
に
関
す

る
調
査
結
果
」
を
ま
と
め
た
（
調

査
結
果
は
７
月
中
に
全
市
へ
送
付

予
定
）
。
こ
の
調
査
結
果
は
全
国

８
０
９
市
議
会
（
東
京
２３
特
別
区

含
む
）
を
対
象
に
、
平
成
２２
年
１２

月
３１
日
現
在
で
の
正
副
議
長
と
議

員
の
報
酬
月
額
の
状
況
を
取
り
ま

と
め
た
も
の
。

な
お
、
８
０
９
市
の
う
ち
、
１

市
は
日
額
報
酬
制
と
な
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
前
年
調
査
と
比
較
す

る
た
め
に
当
該
市
を
除
く
「
８
０

８
市
」
を
中
心
と
し
て
こ
の
調
査

結
果
を
と
り
ま
と
め
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
８
０
８

市
に
お
け
る
議
長
、
副
議
長
、
議

員
の
全
国
平
均
報
酬
月
額
は
、
議

長
が
５１
・
６
万
円
で
対
前
年
比
増

減
な
し
、
副
議
長
が
４５
・
６
万
円

で
前
年
よ
り
０
・
１
万
円
の
減
、

議
員
が
４２
・
０
万
円
で
０
・
１
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

１
�
人
口
別
の
平
均
報
酬
月
額

平
成
２２
年
１２
月
末
日
現
在
の

「
議
長
」
「
副
議
長
」
「
議
員
」

の
報
酬
月
額
を
人
口
段
階
別
に
み

た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。

こ
の
報
酬
額
を
実
態
に
近
づ
け

る
た
め
に
、
月
額
報
酬
制
を
採
用

し
て
い
る
「
８
０
８
市
」
の
う
ち
、

１
市
複
数
制
度
を
適
用
し
て
い
な

い
「
８
０
１
市
」
に
お
け
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
前
年
と
の
対

比
を
前
年
同
様
１
０
０
円
単
位
で

比
較
し
た
。

ま
ず
、
「
議
長
」
「
副
議
長
」

「
議
員
」
の
「
全
国
平
均
」
を
み

る
と
、
議
長
は
５１
・
６２
万
円
で
前

年
（
８
０
４
市
、
５１
・
６３
万
円
）

と
比
べ
約
０
・
０１
万
円
の
減
。
副

議
長
は
４５
・
５６
万
円
で
前
年
（
同

４５
・
５７
万
円
）
と
比
べ
同
じ
く
約

０
・
０１
万
円
の
減
。
議
員
も
４２
・

０４
万
円
と
前
年
比
（
８
０
６
市
、

４２
・
０５
万
円
）
０
・
０１
万
円
の
減

と
な
っ
た
。

次
に
、
人
口
段
階
別
の
比
較
を

み
る
と
、
「
５
万
未
満
」
で
は
プ

ラ
ス
の
額
と
な
っ
た
も
の
の
、

「
５
〜
１０
万
未
満
」
「
１０
〜
２０
万

未
満
」
「
２０
〜
３０
万
未
満
」
「
４０

〜
５０
万
未
満
」
「
５０
万
以
上
」
で

は
前
年
平
均
額
を
そ
れ
ぞ
れ
下
回

り
、
「
３０
〜
４０
万
未
満
」
の
段
階

で
は
、
「
議
長
」
「
副
議
長
」
が

前
年
比
プ
ラ
ス
、
「
議
員
」
で
は

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

２
�
人
口
別
の
最
高
・
最
低
額

次
に
、
１
市
複
数
制
度
を
適
用

し
て
い
な
い
８
０
１
市
に
お
け
る

人
口
段
階
別
の
報
酬
額
の
高
低
は

グ
ラ
フ
１
〜
３
の
と
お
り
。

グ
ラ
フ
１
「
議
長
」
を
み
て
み

る
。
各
人
口
段
階
別
の
実
際
の
支

給
額
に
は
大
き
な
開
き
が
あ
り
、

人
口
「
５
万
未
満
」
で
は
最
低
２３

・
０
万
円
（
夕
張
市
）
か
ら
最
高

９３
・
１
万
円
（
千
代
田
区
）
で
、

そ
の
差
は
４
倍
で
あ
る
。

ま
た
、
最
高
額
と
最
低
額
の
開

き
を
み
る
と
、
人
口
段
階
が
大
き

く
な
る
に
従
い
最
低
額
が
上
昇

し
、
「
４０
〜
５０
万
未
満
」
の
都
市

で
は
１
・
４５
倍
ま
で
そ
の
支
給
額

が
縮
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
各
グ
ラ
フ
の
傾
向
を

み
る
と
、「
議
長
」「
副
議
長
」「
議

員
」
の
最
低
額
は
人
口
規
模
が
大

き
く
な
る
に
従
い
上
昇
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
最
高
額
で
は
ば
ら
つ

き
が
み
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

３
�
委
員
長
等
へ
の
加
算

１
市
複
数
制
度
を
適
用
し
て
い

な
い
８
０
１
市

中
、「
常

任

委

員

長
」
へ
加
算
し
て
い
る
の
は
２
１

４
市（
２６
・
７
％
）
と
な
り
、
そ
の

平
均
加
算
額
は
１
・
５
万
円
。
ま

た
「
議
会
運
営
委
員
長
」
２
１
１

市（
２６
・
３
％
）
で
同
１
・
５
万
円
、

「
特
別
委
員
長
」
５７
市
（
７
・
１

％
）、
同
２
・
７
万
円
と
な
っ
た
。

▼
議
長

▽
富
士
吉
田

渡
辺
忠
義
（
５
・
２０
）

▽
神
戸

安
井
俊
彦
（
６
・
２２
）

▽
八
幡
浜

宇
都
宮
富
夫
（
６
・
２３
）

▽
鳥
羽

坂
倉
紀
男
（
６
・
２７
）

▼
副
議
長

▽
富
士
吉
田

渡
辺
幸
寿
（
５
・
２０
）

▽
神
戸池

田
り
ん
た
ろ
う
（
６
・
２２
）

▽
八
幡
浜

井
上
和
浩
（
６
・
２３
）

▼
事
務
局
長

▽
奄
美

有
川
清
貴
（
４
・
１
）

▽
出
水

吉
本
純
久
（
４
・
１
）

▽
伊
佐

鈴
木
省
三
（
４
・
１
）

▽
南
さ
つ
ま

泊

光
彦
（
４
・
１
）

▽
西
之
表

岸
本

光
（
４
・
１
）

▽
日
置

福
元

悟
（
４
・
１
）

▽
曽
於

迫
田
雪
春
（
４
・
１
）

▽
那
覇

上
原
郁
夫
（
４
・
１
）

【
訂
正
と
お
詫
び
】

本
紙
６
月
２５
日
付
第
１
８
０
０

号
５
面
の
「
議
会
人
事
」
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
議
長
欄
に
あ
る

「
▽
出
雲

宮
本
亨
」
は
「
▽
出

雲

宮
本
享
」
、
副
議
長
欄
に
あ

る
「
▽
吹
田

神
谷
宗
弊
」
は
「
▽

吹
田

神
谷
宗
幣
」
の
誤
り
で
し

た
。
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

議議
会会
人人
事事

議議
員員
報報
酬酬
平平
均均
４４２２
・・
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表１ 人口段階別にみた市議会議員の平均報酬月額（調査対象：「８０１市」）

グラフ１ 人口段階別にみた議長の報酬月額の高低

グラフ２ 人口段階別にみた副議長の報酬月額の高低

グラフ３ 人口段階別にみた議員の報酬月額の高低
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